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使用上のお願い- 
指紋認証機能とは 


Panasonic 


取扱説明書指紋認証の使い方 

パーソナルコンピューター 


品番 CF-S10/CF-N 1 0/CF-F1 0/CF-B 10 シリーズ 


(Windows 7/Windows XP) 

本書では、指紋認証機能につし、て説明していまず。本書をよくお読みし>ただき、大切に保管 
して < ださい。 

本書では 、 Windows 7の画面を例として掲載していまず（一部除く）。 
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I 使用上のお願い 


指紋認証ご使用時の七キユリテイについて_ ♦ 

• 指紋認証巧術は完全な本人認証や識別を保証ずるちのではありません。指紋認証を使ったこと、ま 

たは使えなかったことにより発生した損害については、当社では一切責任を負いかねまず。あ!5か 

じめご了承ください。 

• 指紋センサーの誤動作によるデータの紛失については、当社では一切責任を負いかねます。 

• 個人を特定する十分な情報び指紋にないとさなどは、登録びでさない場合びあります。 

• 他社製アフリケーシヨンソフトとの相互運用への保証はありません。 

• 指紋認証には指紋データや信用証明データ、複数のパスワードを使用しまず。これ5を紛失ずると 
本機を使用でさなくなることびありますので、を全な場所にデータを保管してください。詳しくは 
「パスポートのバックアップ/復元をする」をご覧ください（吟32ページ）。 


指紋センサーの取り扱いについて_ 

• 次のことを行わないでください。指紋センサーの不具合や破損の原因になります。 

-表面を硬いちのでこすったり、ひっかいたり、先のとびったちのでつついたり、ルさいちので表 
面を傷つけたりする。 

-ミ尼などでミちれた指で触る。 

-表面をシールで覆ったり、ミちしたりずる。 

• 次の場合、指紋センサーの感度が悪<なったり、登録や認記が行われなかったりする場合があります。 
-指紋センサーの表面びほこりや巧脂、汗でミちれている場合 
-指紋センサーの表面び湿気や結露によりめれている場合 
-指び湿っていたり、極度に乾燥していたりする場合 
-指に傷や炎症びある場合 
-指紋び摩耗して、溝び浅<なっている場合 
-スライドび速すざたり遅すざたりする場合 
-お風呂上びりなどで指びふやけている場合 
-太ったりやせたりして指紋び変化した場合 
• 次の方法を行ラと、指紋センサーの感度び上がる場合びあります。 

-柔6かい巧などで、指紋センサーをふく。 

-手を洗ったりふいたりする。 

-別の指を使って、登録や認証を行ラ。 

-極度に乾燥しているとさは、八ンドクリームで指を手入れする。 

•静電気により、指紋センサーび誤動作する場合びあります。静電気を起こさないよラにするために 
は、指紋センサーに触る前に、金属の表面を触って静電気を取り除いてください。特にをなどの乾 
燥した状態では、静電気に気を付けてください。 

• 指紋センサーの故障などにより修理を依頼された場合、修理内容によっては保存されているパス 
ワードなどびリセットされる場合びありまず。あ5かじめご了承ください。 
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設定するパスワードについて 

V 


本機で設定するパスワードには、次のよラなちのびありまず（お使いの環境により、設定するパス 
ワードの種類や数は異なりまず）。設定したパスワードは絶対に忘れないよラにメモに取り、第云ちの 
目に触れないように鍵のかかる引き出しや金庫などに大切に保管してください。 

□グオンパスワードとスーパーバイザーパスワードを忘れると、本機や Windows び使用できなくな 
りますので、絶対に忘れないでください。また、□グオンパスワードとスーパーバイザーパスワード 
は、指紋認証機能とは別に設定、変更び巧能でず。これ5のパスワードを変更してち指紋認証機能に 
は影響しません。 

♦□グオンパスワード 

Windows に□グオンするときに使用しまず。 

♦スーくーバイザーくスワード 

セットアッフユーティリティの重要なセキュリティ機能やさデバイスの設定変更を行ラためのパ 
スワードです。セットアッフユーティリティ起動時、スーパーバイザーパスワードを入力すると、 
セットアッフユーティリテイのすべての項目を設定でをまず。 

♦バックアップパスワード 

指のけびや指紋センサーの故障などで指紋認証び使えない場合に、指紋認証の代替手段として指紋 
認証ユーティリティ全体にわたって使用します。 

♦パワーオンパスワード 

指のけびや指紋センサーの故障などで指紋認証び使えない場合に、ワーオンセキュリティの指紋 
認証の代わりに使用するパスワードです。 

本機には1つだけ設定することびでさます。このパスワードを忘れると、指紋認証じ I がの方法で本 
機を起動することはでさません。 

指紋認証機能と内蔵セキュリティチップ （ TPM ) を組み合わせて使用する場合は 、 Security 
Platform をインス I ルして所有者/スワードを設定する必要びあります。内蔵セキュリティチップ 
( TPM ) については、を)『内蔵セキュリティチッフ （ TPM ) ご利用の手引き』（今28ぺージ）、また 
は Security Platform をインス I -- ルして LU 下の手順でヘルプをご覧ください。 

< Windows 7の場合> 

© (スタート）-[ずべてのプ□グラム ]- [Infineon Security Platform ソ U ューシヨン]-[ヘルプ]を 
クリックしてください。 

< Windows XP の場合> 

[スタート]-[ずべてのプ□グラム ]- [Infineon Security 円 atform ソ U ューシヨン]-[ヘルプ]をクリッ 
クして < ださい。 

♦所有ちパスワード 

内蔵セキュリティチップ （ TPM ) 使用時に、所有ちであることを証明するキー(暗号鍵）を利用 
するためのパスワードでず。 
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第 = 者の不正ほ用を防止でをる 


指紋を登録している人だけびパソコンを起動できるようにしたり（パワーオンセキュリティ）、他人に 
見5れたくないファイルやフオルダーを暗号化したり (File Safe/Personal Safe ) ずることびでき 
ます。 


指紋をほつてアプリケーシヨンやファイルを起動させる 


指紋センサーに指をスライドさせるだけで、登録したアプ U ケーシヨンやファイルを起動ずることび 
でさます（アプ U ケーシヨンランチャー機能）。 

基本的な使い方 応用的な使い方 


Windows への □クオン 


個人情報の保管 
( E - Wallet ) 


パソコンの起動時の確認 
(パワーオンセキュリティ） 



Web ぺージ への □グイン 
(パスワードバンク） 


スワ-ドがホ巧マ. 


■ - fxWXKXXXXXX ! 

• , '□ 留*捕を己言瓦'^^ 


」|*，ン因レ^ 


データの暗号1 
(円 le Safe/Person 

§ 甲 

)0000( , 

Personal i , 

Safe 

ヒ ， 

ョ1 Safe ) 

& 

J 

アプリケーシヨンやファイルの起動 
(アプ IJ ケーシヨンランチヤー) 

、 J 


(お使いの機種により、指紋センサーの形状、位置は異なります） 


I 指紋認証機能とは 

本機のセキュリティ機能には、ユーザーアカウントとパスワードの設定で使用者を限定ずる方法など 
びありまず。これ5のセキュリティでは、パスワード入力時にパスワードを盗み見5れる可能性びあ 
ります。指紋認証機能を使ラと、指紋センサーに指をスライドさせることで Windows への□グオン 
などびでさるため、パスワードを盗み見5れるむ配びありません。 


旨紋認註機能ででまること 


煩巧なパスワードを覚える化要がない_ 

指紋センサーに指をスライドさせるだけで、 Windows への□グオンや、アカウントやパスワードの 
入力び必要な会員制の Web ページへの□グイン（パスワードバンク）び巧能になります。複雑なパス 
ワードをいくつち覚えておくぶ、要びなくなりまず。 
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I 指紋認証の初期設定を行う 

指紋認証を使ラまでの流れ 

本機で指紋認証を使えるよラにするには、次の流れで操作してください。 


Windows のユーザーアカウントとパスワードを設定する 



セツトアツフユーテイ U テイでスーパーバイザーパスワードを設定する 



管理者の権限で Windows に□グオンして、指紋認証ユーテイ U テイ （Protector Suite 
2009)をセットアップずる 



導 

入 

編 


<Windows 7の場合 > 

操作中に「ユーザーアカウント制御」画面び表おされた場合は、[はい]をク U ックしてください。 


本機を使用するユーザーアカウントで□グオンして、指紋の登録を行ラ 
-指紋データの登録場所を選択ずる 
- Windows の□グオンパスワードを登録する 
-指紋データを登録する 
. バックアップパスワードを設定する 
-パワーオンセキュリティを設定ずる 


指紋センサーの位置について 

CF - S 10/ CF - N 10シリーズ CF - F 1 Q シリ~ズ CF - B 10 シリーズ 

( CF - S 10シ U - ズのイラストです。） 





指紋センサー 


( お使いの機種により、指紋センサーの形状は異なります。) 


已 

















I 指紋認証の初期設定を巧ラ 


ステップ！ユーザーアカウントとパスワードを設定する 


指紋認証を使用するユーザーアカウントと Windows の□グオンパスワードをすでに設定している場 
合は、次の「ステップ2スーパーバイザーパスワードを設定ずる」に進んでください。 

指紋認証を使用するユーザーアカウントを設定していない場合は、巧)『操作マニュアル』 

「が(セキュリティ）」をご覧になり、新しくユーザーアカウントとパスワードを設定してください。 

轉 : ZS - 

♦ユーザーアカウントには、次の種類びあります。 

• 管理ち （Windows XP の場合はコンピューターの管理ち） 

-標準ユーザー （Windows XP の場合は制限ユーザー) 

標準ユーザー（制限ユーザー）のアカウントでは、一部実行でさない操作や設定びあります。 


ステップ2スーパーバイザーパスワードを設定する 


セットアッ フユーテ イリテイでスーパーノ（イザーくスワードを設定します。 

_詳しくは、『取扱説明書基本ガイド』「セットアップユーティリティ」をご覧ください。 


①く Windows 7の場合> 

管理者の権限で Windows にログオンする。 

標準ユーザーで□グオンしている場合は、曾（スタート）-百をクリックし、[□グオフ]をクリッ 
クしていったん □ グオフしてか5、管理者の権限で□グオンしてください。 

く Windows XP の場合> 

コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンする。 

制限ユーザーで□グオンしている場合は、[スタート]-[□グオフ]をクリックし、[□グオフ]をク 
リックしていったん□グオフしてか5、コンピューターの管理者の権限で□グオンしてください。 
③実行中のすべてのアフ U ケーシヨンソフトを終了する。 

③く Windows 7 (32 ビット）の場合> 

©(スタート）をクリックし、[プ□グラムとファイルの検索]に 
[ c :¥ util ¥ drivers ¥ fngprint ¥ install ¥32- bit ¥ setup . exe ] と入力して を押ず。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[はい]をクリックしてください。 

く Windows 7 (己4ビット）の場合> 

@ (スタート）をクリックし、[プ□グラムとファイルの検索]に 
[ c :¥ util ¥ drivers ¥ fngprint ¥ install ¥64- bit ¥ setup . exe ] と入力して を押ず。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[はい]をクリックしてください。 

く Windows XP の場合> 

[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックして、次のように入力し、 [0 K ] をクリックする。 
c :¥ util ¥ drivers ¥ fngprint ¥ install ¥32- bit ¥ setup.exe 


ステップ3指紋認証ユーティリティ （Protector Suite 200 9) 

をセットアップする 

V J 
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④ 「Protector Suite 吕〇09セットアッフ」画面で、[次へ]をク U ックする。 

⑥ Protector Suite 2009をインス!ルずるフオルダーを確認して、[次へ]をクリックずる。 

⑥ [次へ]をクリックする。 

⑦ rProtector Suite 吕009は、正常にインス!ルされました。」の画面び表示された5、[完了] 
をクリックする。 

⑧ [はい]をク U ックする。 

本機び再起動します。 



♦ようこそ画面で「登録された指紋びありません」という画面び表示された場合は、 [ OK ] をクリッ 
クして、 Windows のログオンパスワードを入力してください。また、指紋認証び使えない場合 
は、指紋認証の画面で @( Windows XP の場合は因）をク U ックするか^を巧すことで、 
バックアップ/ くスワードを入力して認証を行うことびできます。/ くックアップ/ くスワードを設定 
していない場合は、 Windows の□グオンパスワードを入力してください。 

参 Windows に□グオンした後、指紋を登録する前に指紋センサーに触れると、「指紋読み取り装 
置の概要」の画面び表示される場合びあります。 


これで、指紋認証ユーテイ U テイのセットアップは完了です。 











I 指紋認証の初期設定を巧ラ 


ステップ4指紋を登録する 

V J 


指紋データの登録場巧を選択する 

①指紋を登録するユーザーのアカウントで Windows に□グオンする。 

画面ち下の通知領域の呂をクリックずると、 51 ( 指紋ソフトウェア）び表示されまず。 
(Windows XP の場却ホ、画面も下のタスクトレイに M ( 指紋ソフトウェア）び表示されます。） 


⑨©(スタート ） （Windows XP の場合は[スタート])-[すべてのプ□グラム ]- [Protector 
Suite ]- [コント□—ルセンター]をクリックする。 


③ 「エンドユーザライセンス契約」をよく読み、[受け入れる]をク U ックずる。 

④ 登録モードを選び、[適用]をクリックずる。 

指紋データは次のどち 5 かに登録されます。指紋データの登録場所は、指紋認証ユーティリティの 
再インス!ルじ(外の方法では、変更することはでさません。登録先は慎重に選択してください。 

-バイオメトリックスデバイスへの登録 

一 指紋データび直接指紋センサーに登録されます。指紋センサーに内蔵された八ードウエア保護機 

自封こより、登録データは安全に保管されまず。指紋センサーに登録でをる指紋の数には制限びあ 
f りまず。 Windows の再インス!ル後や 0S の変更後も、登録した指紋データは保持されてい 

編 ます。 Windows の再インス!ルや 0S の変更をずる場合は、おず指紋データを消去してか 5 

行ってください （今 37 ぺージ）。 

喊:- 

♦指紋センサーに登録でさる指の数は、指紋の特徴によって増減する場合びあります。 


-ハードディスクへの登録 

指紋データは八ードディスクに保存されます。登録でさる指紋の数に制限はありません。ただ 
し、パワーオンセキュリティ（吟10ぺージ）で登録でさる指紋の数には上限びあります。 


Windows の□グオンパスワードを入力する_ 

① Windows の□グオンパスワードを入力し、[送信]をクリックする。 


_ 指紋データを登録する_ 

①登録したい指のボタンをク U ックずる。 
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(お使いの状況により、画面は異なりまず） 


⑨手順①で選択した指をプ□グレスバーが100%に達するまで複数回指紋センサーにスライドさせる。 

フ□グレスバーび100%に達するまで、指をスライドさせてください。 

スライド時、ホイールパッドをタップしたり、ホイールパッドのボタンを巧したりして、 風 
(Windows XP の場合は因）をク U ックしないように気を付けてください。 

にク^^ - 

♦指紋を登録するとさは、読み込みエラーを防ぐために次のことに注意してください。 一 

-登録したい指の第一関節を指紋センサーの上に置さ、指紋の中む部び指紋センサーの中央を通 '首 

るようにする。 X 

-指紋センサーか5指を離さずに、手前に指をスライドさせる。 編 

-指紋センサーび見えるまでスライドさせる。 



( お使いの機種により、指紋センサーの形状は異なります） 

• 次の場合、正し<登録や認証びでさない場合びあります。 

-スライドび速すざる、または遅すざる。 

-指にミちれや傷びある。 

-指び湿っていたり、乾燥しすぎたりしている。 

詳しくは、「指紋センサーの取り扱いについて」（- ►£ ぺージ）をご覧ください。 
参まれに指紋認証に必要な特徴を十分検出できない場合びありまず。 

このよラな場合は、他の指を使って登録してください。 


③別の指のボタンをクリックする。 

續 : ZS - 

♦必ず2本 ULh の指を登録して<ださい。万一1本の指をけがした場合でち、他の指を使用するこ 
とびでをまず。 
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I 指紋認証の初期設定を巧ラ 

④登録する指をプ□グレスバーび100%に達するまで複数回指紋センサーにスライドさせる。 

⑥「セキュ U テイ機能を有効にして新しい指を追加できるようにずるには、元の指を検証ずる必要び 
あります。今すぐ指をスキャンしてください。」のメッセージび表示された場合は、 [ OK ] をクリッ 
クし、手順⑨で登録した指をスライドさせ、認証を行う。 

⑥ 3本ムソ上の指を登録する場合は、手順③〜④を繰り返ず。 

⑦ く Windows 7の場合> 

[コント□-ルセンターホーム]-[アカウント操作 ] をクリックし、[バックアップパスワード]をク 
U ックする。 

く Windows XP の場合> 

[保存して続行]をク U ックする。 


バックアップパスワードを設定する 


導 

入 

編 


①「新しいバックアップパスワードの入力」と「新しいバックアップパスワードの再入力」欄に任意 
のパスワードを入力し、[適用]をク U ックする。 

藝 - 

♦已文字じ(下のパスワードを設定して[適用]をク U ックずると、確認画面び表示されます。 


_パワーオンセキュリティを設定する_ 

パワーオンセキュリティを有効に設定しておくと、本機の電源を入れた直後に指紋認証の画面び表示 
されます。指紋び正しく認証されないと Windows び起動しないため、第 H ちによる不正な使用を防 
ぐことびでさます。 

パワーオンセキュリティの設定は、指紋センサーに登録されます。パワーオンセキュ U ティで登録で 
きる指紋の数には上限びあります。 

標準ユーザー(制限ユーヴー）で□グオンしている場合は、パワーオンセキュリティの有効化/無効 
化の設定はできません 。 Windows 7の場合は、手順⑨の後に手順⑦を実行し、手順®へ進んでくだ 
さい 。 Windows XP の場合は、手順⑦を実行し、手順⑩へ進んでください。 

① <Windows 7の場合> 

[コント□—ルセンターホーム]をクリックする。 

く Windows XP の場合 > 

手順③に進む。 

⑨[状況]をクリックする。 
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③「パワーオンセキュリティの状態」の[変更]をクリックする。 


④< Windows 7の場合> 

[編集]をクリックする。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表をされた場合は、[はい]をク U ックしてください。 

く Windows XP の場合> 

手順⑥に進む。 

⑥[パワーオンセキュリティの有効化]をク U ックしてチェックマークを付け、[適用]をク U ックする。 

⑥ [状況]をクリックする。 

⑦ 「 BIOS パスワードの状態」の[変更]をクリックする。 

⑨[パスワードの管理]をクリックずる。 

⑨ 「パスワードのタイプ」のりのーオン]をクリックして選択し、[パスワードの設定]をクリックする。 

⑩ 指のけびや指紋センサーの故障などで指紋認証び使えない場合に備えて、パワーオンセキュリティ 
用のパスワード（パワーオンパスワード）を入力し、 [0 K ] をクリックずる。 

大文字/ル文字の違いにま意して入力して < ださい。 

喊- 

参パワーオンパスワードには、半角の英数字とスペースを使用することをお勧めします。 


にク^ W 1 - 

♦パワーオンパスワードは、パソコンの起動時に指紋認証び利用でさない場合、指紋認証の代わり 
に使用するものです。本機には1つだけ設定することびできます。複数のユーザーで指紋認証を 
利用ずる場合は、ここで設定したパスワードを共通で使用します。 

• J くワーオンくスワードは、セットアップユーティ U ティで設定 したス ー J K -) (イヴースワード 
とは異なりまず。このパスワードを忘れると、指紋認証じ(外の方法で本機を起動することびでさ 
ませんのでごま意ください。 


⑩[閉じる]をクリックする。 

⑩[パワーオン]の左のに]をクリックする。 


⑩手順⑩で入力したパワーオンパスワードを入力し、 [ OK ] をクリックする。 


® [適用]をクリックする。 

⑥國 （Windows XP の場合は因）をクリックする。 

これで、指紋認証の初期設定は完了です。 

本機を再起動し、実際に指紋認証で□グオンできるか確認してください（今13ぺージ）。 












I 指紋認証の初期設定を巧ラ 

指紋認証の初期設定び完了すると、じ(下のよラな機能を使ラことびでをます。 

-パスワードバンク機能 

ユーザー名やパスワードの入力び必要な会員制の Web ページや各種ダイアログ画面で、指紋認証で 
□グインでをまず。 

(今1已ぺージ） 

-アプリケーシヨンランチヤー機能 

登録済みのアプ U ケーシヨンやファイルを、登録した指をスライドさせて起動することびでさます。 
(今17ぺージ） 

-スト□ングパスワードジェネレータ機能 

舌辛書攻撃を受けにくい複雑なパスワードを生成でをます。生成されたパスワードは保存されて必要 
に応じて使用ずることびでさます。また、パスワードバンクに登録ずることもでをます。 

(今1日ぺージ） 

• File Safe 機能 

指紋認証を使ってファイルやフオルダーを暗号化でさます。 

(今21ぺージ） 

• Personal Safe 機能 

指紋認証を使って非表示のフオルダー内にあるファイルを暗号化でさまず。 

- フオルダーは、本機を共有している他のユーザーには表示されません。 

;首 （今24ぺージ） 

A . E - Wallet 機能 

重要な個人情報（クレジットカード情報や□座番号など）を保管でさます。 

(吟2己ページ） 


r コジト□—ル七ジターホーム J 画面を表示する 


指紋認証ユーティリティの設定後、指紋認証ユーティリティの機能を使ラとさや、設定を変更すると 
さは、「コント□ールセンターホーム」画面を表示して操作を行います。 

①©(スタート ） （Windows XP の場 S ま[スタート])-[すべてのプ□グラム]- [ ProtectorSuite ]- 
[コント□-ルセンター]をクリックする。 

感 指紋認証の画面で登録している指をスライドさせ認証を行ラ。 

「コント□ールセンターホーム」画面び表示されます。 

續 : ZB - 

♦デスクトップ画面び表示されている状態で登録している指をスライドさせると、次の画面（バ 
イオメト U ックメニュ ー） び表示されます。[コント□—ルセンター開始…]をクリックしても、 
「コント □ —ルセンターホーム」画面を表示することびでさます。 
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指紋認証で Windows に□グオンする 


Windows の□グオンに使ラ 

V V 


指紋を登録しておくと、 Windows への□グオン時に、パスワード入力の代わりに登録している指を 
スライドさせて□グオンでさまず。 

① 本機の電源を入れる。 

⑨ Windows の□グオン画面び表示された5、登録している指をスライドさせる。 

Windows に□グオンします。 

スリープ状態 （Windows XP の場合はスタンバイ状態）か5指紋認証で Windows に□グオンしたい 
場合は、セットアップユーティ U ティの「セキュリティ」メニューでパスワードを設定し、[復帰時の 
パスワード]を脯効]に設定し、 Windows のパスワードを有効にする。 

Windows のパスワードを設定する手順については下記をご覧ください。 

< Windows 7の場合> 

を)『操作マニュアル』-「が‘（セキュリティ）」-「ユーザーアカウント/ Windows パスワードを設定 
する」- 「 Windows パスワードを活用する」-「スリープ状態/休止状態か5の復帰時 （ リジューム） 
のパスワード入力を設定する」 

く Windows XP の場合> 

巧!『操作マニュアル』-「柄(セキュリティ）」-「パソコン起動時/リジューム時のパスワードを設定 
する」-「スタンバイ状態/休止状態か5の復帰時（リジューム）のパスワード入力を設定する」 


パワーオンセキュリティをち効にしている場合_ 

初期設定でパワーオンセキュリティを有効に設定した場合、電源を入れた直後 （ Windows び起動して查 
いない状態）に、スーパーバイザーパスワードやユーザーパスワードの入力画面の代わりに指紋認証 
の画面び表示されます。指紋センサーに登録している指をスライドさせてそのまま Windows に□グ 
オンすることびでをます。 

① 本機の電源を入れる。 

「 Panasonic 」 起動画面び表示された後、指紋認証の画面び表示されます。 

③ 登録している指をスライドさせる。 

Windows に□グオンします。 
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I 指紋認証で Windows にログオンずる 


喊 ^zm - 

♦指紋認証の画面び表示されてか5、4□秒しソ内に登録している指をスライドさせてください。 

指紋認証の画面び表示されてか540秒び経過すると、「指紋の読み取りに失敗しました」とい 
うメッセージび表示されます。「指紋の読み取りに失敗しました」というメッセージび3回表示 
されたり、指紋認証を3回失敗したりすると、パワーオンパスワードの入力画面び表示されま 
す。パワーオンパスワードを入力してください。 

スーパーバイザーパスワードの入力画面や Windows の□グオン画面び表示された場合は、それ 
ぞれのパスワードを入力してください。 

♦パワーオンセキュリティを有効にしている場合、パワーオンセキュリティによる指紋認証を1回 
行うだけで Windows への□グオンまで自動的に行うように設定することびできます（初期状態 
では有効に設定されています）。 

パソコン起動時の認証と Windows への□グオンを別々に行いたい場却ま、11ぺージの手順⑥ 
の画面で[ブート前に指紋認証を行い、 Windows に自動的に□グオンできるようにずる]をク 
リックしてチェックマークを外し、無効に設定してください。 

♦セットアップユーティリティの [Power On by LAN 機能]び[許可]に設定されている場合は、 
LAN 経由で本機を起動させると指紋認証の画面は表示されません。 

参セットアップユーティ U ティの「セキュリティ」メニューでパスワードを設定し、[復帰時のパス 
ワード]を[有効]に設定している場合で、スリープ状態 （Windows XP の場合はスタンバイ 
状態）か5復帰ずるとをは、パスワードの入力画面び表示されまず（指紋認証の画面は表ちされ 
ません）。スーパーノ（イヴー/スワードまたはユーザー/くスワードを入力してください。 


基 

本 

編 
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I Web ぺージの□グインに使う（パスワードバンク） 

ユーザー名やパスワードの入力び必要な会員制の Web ページやさ種ダイア □ グ画面で、□グインずる 
たびに情報を入力ずるのは面倒でず。 

このよラな画面で1回だけ情報を入力しておけば、次回か5指紋認証で□グインでさるよラにする機 
能びパスワードバンクです。 


パスワードバンクに情報を登録する 

V -V 


① パスワードバンクに登録したいユーザー名やパスワードなどの入力画面、またはダイア□グ画面を 
表のする。 


③ ユーザー名やパスワードなどの情報を入力する。 

感 入力画面び選択されている状態で、登録している指をスライドさせる。 

認証び成功すると、「バイオメトリックメニュー」画面び表示されます。 

④ [登録]をクリックする。 

⑥ 「パスワードバンク登録ウイザード」画面で、[次へ]をクリックする。 

L ソ降、画面の指示に従って操作してください。 

⑥ 「成巧」の画面び表示された5、[完了]をクリックする。 

登録内容の確認-変更は、「コント□-ルセンターホーム」画面（今12ぺージ）を表示し、[パスワー 
の (ンク]をクリックし、[登録の管理]をクリックして行いまず。 


パスワードバンクで□グインする 

V V 


①パスワードバンクに登録した画面を表示ずる。 

応 

⑨ 登録している指をスライドさせ、認証を行ラ。 

③ [はい]をクリックする。 

ユーザー名やパスワードび自動で入力され、□グインします。 

[今後は表示しない]をクリックしてチェックマークを付けると、次回か5この画面は表示されません。 

「セキュリテイの警告」画面び表示された場合は、[はい]や [ OK ] をク U ックしてください。 

ユーザー名やパスワードは、キーボードを使って入力することちでさます。 


1已 








I Web ぺージの□グインに巧ラ（パスワードバンク） 


にク^^ - 

♦次の形式の Web ページでは指紋認証は使用でさません。 

- JavaScript などを使用して自動生成された Web ぺージ 

-か見上1つのフォームに見えるび、内部では入力項目び複数のフォームに分かれている Web 
ぺージ（□グインフイールド、パスワードフイールドなど） 

-□グインや送信などのボタンびない、または入力後 M を押してち□グインでさない Web 
ページ 

また、次のアプリケーションソフトでは指紋認証は使用でをません。 

-標準の入カフイールドを使っていないアプリケーションソフト 
• Java をべースにしたすべてのアプリケーションソフト 

詳しくは、コント□-ルセンターホーム画面（今12ページ）で、[ヘルプ]をクリックして、 
Protector Suite 吕〇09のヘルプをご覧ください。 
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I アプリケ-ションやファイルの起 ii こ使う(アプリケ-ションランチャ-機能） 

登録済みのアプリケーションやファイルを、あ5かじめ指紋センサーに登録しておいた指で起動する 
ことびでさます。 

顧メり- 

♦アフリケーションランチャー機能に使える指の本数は、「登録済みの指（指紋）の本数一1」でず。 
登録済みの指のラち1本は、バイオメトリックメニューの表示用に使用するため、アフ U ケーシヨ 
ンやファイルを割り当てずに残しておいてください。 


登録した指とアプリケーシヨンを関連付ける 


①「コント □ —ルセンターホーム」画面を表术ずる（吟12ぺージ）。 


⑨[アプリケーシヨンランチヤー]をクリックする。 

③アプリケーシヨンランチヤーに登録したいアプリケーシヨンまたはファイルを、関連付けたい指の 
上のボタンにドラッグアンドド□ップする。 



④アプリケーシヨンび登録されている指の上のボックスをクリックすると「アプリケーシヨン」情報 
入力画面び表示されるので、必要に応じて内容を変更して [ OK ] をクリックする（吟18ページ）。 

⑥國 （Windows XP の場合は因）をクリックする。 _ 

喊-応 

参手順③で画面左の「コント□-ルセンター」、「□ック」、「□グオフ」のアイコンをドラッグアン 
ドドロップして登録することちでをます。 1 



アフリケーシヨンまたはファイルと関連付けた指をスライドさせると、アフ U ケーシヨンまたはファ 
イルび起動します。 
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I アプリケーシヨンやファイルの起動に使う（アプリケーションランチヤー機能) 


登録した指とアプリケーシヨンの関連付けを削除する 

V 


①「コント □ —ルセンターホーム」画面を表のする（吟12ぺージ）。 

⑨[アプ U ケーシヨンランチヤー]をクリックする。 

③ アプ U ケーシヨンの関連付けを削除したい指の上のボックスをク U ックずる。 

④ [削除]をクリックずる。 

⑥[はい]をクリックずる。 

⑥@ (Windows XP の場合は 口） をク U ックする。 


登録した指とアプリケーシヨンの関連付けを編集する 

、 -V 


①「コント□-ルセンターホーム」画面を表示する（今12ページ）。 


⑨[アプリケーシヨンランチヤー]をクリックする。 

③ アプリケーシヨンの関連付けを編集したい指の上のボックスをク U ックする。 

④ 設定を変更する。 



[タイトル]: 

アプ U ケーシヨンのタイトルです。 

任意のタイトルに変更でさまず。 

[アプリケーシ ヨン]: 

_ 登録した指に割り当て5れているアプリケーシヨンです。 

L— をクリックして、割り当てるアプリケーシヨンを変更でさます。 

応 

i じ(下の項目は[詳細]をクリックすると表示されます。 

[パラメータ]: 

Internet Explorer などの Web ブラウザーで特定の Web サイトを開く場合は、この項目に Web ヴ 
イトの URL を入力してください。 

[起動パス]: 

Microsoft Word ドキュメントなどの特定のファイルを割り当てる場合は、ファイルへのパスを入 
力して < ださい。 

⑥ [ OK ] をク U ックする。 

⑥巧 （Windows XP の場合は因）をクリックする。 
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I 強加:パスワ-ドを郎する(スト□ングパスワ-ドジ I ネレ-夕） 

ストロングパスワードジェネレータを使用ずると、巧書攻撃を受けにくい複雑なパスワードを生成で 
さます。生成されたパスワードは保存され、必要に応じて使用することびでさます。 


パスワードを生ぶする 

V V 


① 「コント □ —ルセンターホーム」画面を表术する（今12ぺージ）。 


⑨ [スト□ングパスワードジェネレータ]-[ジェネレータ]をクリックずる。 

③ 「パスワード名」に任意の名前を入力し、[生成]をクリックする。 
パスワードび生成されまず。 


轉巧- 

参生成されたパスワードをすぐに使ラ場合は、パスワードをドラッグアンドド□ップするか、[ク 
U ッフボードにコピ ー] をクリックして、使用する場所に貼り付けてください。 

参パスワードをテキスト表示させたくない場合は、[生成されたパスワードをマスク]の左の n を 
ク U ックして、チェックマークを付けてください。 

♦生成されたパスワードは、自動的に保存されます。パスワードを保存しない場合は、手順③の画 
面であ5かじめ[生成されたパスワードを保存しない]の左の[□をクリックして、チェックマー 
クを付けてか6[生成]をクリックしてください（後か6削除ずることちでさます今下記）。 
♦生成したいパスワードに文字数の制限び必要な場合は、手順③の画面で「パスワードの長さ」の 

留をク U ックして、あ5かじめパスワードの長さを調整してか5、[生成]をク U ックしてくださ 
し、また、[高度なオプション]をクリックすると、より詳細な指示内容に従ってパスワードを 
生成でさます。 


@@ (Windows XP の場合は因）をク U ックする。 


f パスワードを管理する（登録をれているパスワードを削除する） J 

用 

① 「コント□-ルセンターホーム」画面を表示ずる（今12ページ）。 編 

⑨ [スト□ングパスワードジェネレータ]-[生成されたパスワード]をクリックする。 

感 指紋認証の画面で登録している指をスライドさせ認証を行ラ。 

登録しているパスワードの一覧び表示されます。 

パスワードをク U ックして選択し、[ク U ップボードにコピー]をク U ックすると選択したパス 
ワードびク U ップボードにコピーされますので、使用する場所に貼り付けてください。 

パスワードをク U ックして選択し、[削除]をクリックして、[適用]をクリックずると選択したパ 
スワー ドび一覧か5削除されます。 

④巧 （Windows XP の場合は口.）をク U ックする。 
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I 強力なパスワードを生ぶずる（スト□ングパスワードジェネレータ） 


生ぶしたパスワードをパスワードバンクに登録する 


生成したパスワードをパスワードバンクに登録するには、あ5かじめ「パスワードを生成ずる」 
(吟19ページ）の手順でパスワードを生成しておいてください。 

①パスワードバンクに登録したいパスワードの入力画面、またはダイア□グ画面を表示する。 

⑨入力画面び選択されている状態で、登録している指をスライドさせる。 

認証び成功ずると、「バイオメトリックメニュー」画面び表示されまず。 

③ 「登録」をクリックする。 

④ 「パスワードバンク登録ウイザード」画面で[次へ]をクリックする。 

1；( 降、画面の指示に従って操作して<ださい。 

⑥「成功」の画面び表おされた5、[完了]をクリックする。 

⑥国 （Windows XP の場合は囚）をクリックする。 
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I ファイルやフォルダーを B 音号化する （File Safe 機能） 

File Safe は、指紋認証を使ってファイルやフォルダーを暗号化できる機能です。 

File Safe を使ってファイルやフォルダーを暗号化しておくと、指紋を登録している人じ(州ホ、その 
ファイルにアクセスすることびでさません。 

[ク^^ - 

参指紋認証ユーティリティのアンインス I ル/再インス I ル、または本機を修理などに出す前に 
は 、 File Safe で暗号化したファイルやフォルダーは解読し、 U ムーバブルディスクなどにコピー 
して、必ずバックアップを取ってください。修理により万ーデータの紛失-漏えいなどび生じても、 
当社は一切の責任を負いかねますのであ5かじめご了承<ださい。 


新しいファイル七ーフを作巧する 

V -V 


①「コント□-ルセンターホーム」画面を表示する（今12ページ）。 


⑨[暗号化アーカイブ ]- [File Safe ] をクリックし、[新しい File Safe の作成]をクリックする。 


③暗号化アーカイブを作成ずる場所を指定し、ファイル名を入力して[保存]をクリックずる。 
指定した場所に新しい暗号化アーカイブび作成されます。 

すでに作成されている暗号化アーカイブにファイルやフォルダーを追加するには、「ファイルやフォ 
ルダーを既存の暗号化アーカイブに追加する」（吟22ページ）をご覧ください。 

@@ (Windows XP の場合は因）をク U ックする。 


ファイルやフオルダーを暗号化する 


ファイルやフォルダーを新しい暗号化 アーカ イブに追加する_—— 

①暗号化するファイルやフォルダーをちクリックし、表示されたメニューか5[新しい暗号化アーカ 応 

イブに追加]をク U ックする。 甩 

編 

③必要に応じて「アーカイブのファイル名」を変更し、 [ OK ] をクリックする。 

③元のファイルやフォルダーを削除する場合は[元のファイルを削除]、元のファイルやフォルダー 
を残す場合は [元のファイルを維持]をクリックする。 

ファイルやフォルダーび暗号化されます。 

續 :- 

♦フォルダー、または複数ファイルび暗号化されたアーカイブの拡張子は uea 、 単ーファイルび暗 
号化されたアーカイブの}広張子は ueaf でず。 
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I ファイルやフオルダーを暗号化ずる （Ale Safe 機能) 


ファイルやフオルダーを既存の暗号化 アーカ イブに追加する 

① 暗号化するファイルやフオルダーをちクリックし、表をされたメニューか5[既存の暗号化アーカ 
イブに追加]をクリックする。 

⑨ ファイルやフオルダーを追加する暗号化アーカイブを選択し、[開く]をクリックする。 

顧巧- 

• ファイルやフオルダーを追加できる「ファイルの種類」は、「暗号化アーカイブじ uea )」 でず。 


③ □ックされているアーカイブに追加ずる場合は、指紋認証の画面で、登録している指をスライドさ 
せ、認証を行う。 

④ 元のファイルやフオルダーを削除する場合は[元のファイルを削除]、元のファイルやフオルダー 
を残す場合は [元のフ アイルを維持]をクリックする。 

ファイルやフオルダーび既存の暗号化アーカイブに追加されまず。 


暗号化をれたファイルやフォルダーを開く 


暗号化アーカイブのロックを解除する_ 

① 開く暗号化アーカイブをちクリックし、表示されたメニユーか5[アン□ック]をクリックずる。 

⑨ 指紋認証の画面で、登録している指をスライドさせ、認証を行う。 

暗号化アーカイブの□ックび解除されます。 

③ ファイルやフオルダーをダブルク U ックする。 

ファイルやフオルダーび開さます。 

1 喊 : ZS - 

• 手順①で[開< ] をク U ックすると、□ックび解除された後ファイルやフオルダーび開きます。 


暗号化アーカイブをロックする_ 

①アン□ックされた暗号化アーカイブをちクリックし、表示されたメニユーか5[□ック]をクリッ 
クする。 

暗号化アーカイブび□ックされまず。 

喊 - 

♦巧の手順で、アンロックされていたすベての暗号化アーカイプを一度にロックすることびでさます。 
① 登録している指をスライドさせる。 

③[ずべてのアーカイブを□ック]をクリックずる。 
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(1 音号化されたファイルやフォルダーを解読する 

V ^ 


暗号化 アーカ イブ巧のすべてのファイルやフオルダーを解読する_ 

①解読する暗号化アーカイブをちクリックし、表示されたメニューか5[解読先を指定]をクリック 
する。 

③保存先を選択し、 [0 K ] をク U ックする。 

③ □ックされているアーカイブの場合は、指紋認証の画面で、登録している指をスライドさせ、認証 
を行ラ。 

④ 解読前の暗号化アーカイブを削除ずる場合は[アーカイブを削除]、解読前の暗号化アーカイブを 
残す場合は [ アーカイブを維持 ] をクリックずる。 


暗号化アーカイブ巧の選択したファイルやフオルダーを解読する_ 

①解読するファイルやフオルダーびある暗号化アーカイブを開く（今22ページ）。 

③解読するファイルやフオルダーをちクリックし、表示されたメニューか5[解読巧を指定]をク 
リックずる。 

③ 解読先を還択し、 [ OK ] をクリックする。 

④ 解読前のファイルやフオルダーを削除する場合は[元のファイルを削除]、解読前のファイルや 
フオルダーを残す場合は[元のファイルを維持]をクリックする。 
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I 化のユ■ザ-に表示されなし、フオルタ■を使う (Personal Safe 機能） 

Personal Safe は、指紋認証を使って非表示のフオルダー内にあるファイルを暗号化できる機能でず。 
フオルダーは、デスクトッフ上またはコンピューター (Windows XP の場合はマイコンピュータ） 
内に表示でさまず。このフオルダーは、本機を共有している他のユーザーには表示されません。 


^Personal Safe フォルダーの表巧/巧表巧を切り替える 


Personal Safe フオルダーを、デスクトップまたはコンピューター (Windows XP の場合はマイコ 
ンピュータ）に表示させるかどラかを切り替えます。フオルダーを非表示に設定してちフオルダー内 
のファイルには影響ありません。 


①「コントロールセンターホーム」画面を表术する（吟12ぺージ）。 

③[暗号化アーカイブ]をクリックする。 

③ [Personal Safe ] をクリックする。 

④ [デスクトップ上に表示]、[マイコンピユータ内に表示]をク U ックして 、 Personal Safe フオル 
ダーの表示/非表示を切り替える。 

⑥[適用]をクリックし、@ (Windows XP の場合は田）をクリックして画面を閉じる。 


fpersonal Safe フォルターを開^ 

Personal Safe フォルダーび□ックされている場合は、□ックを解除することによって標準のフォル 
ダーと同様の操作びでさます。 

① Personal Safe フォルダーび表示されている場合は 、 Personal Safe フォルダーをもクリックし、 
表示されたメニューか5 [アン□ック]をクリックする。 

応 

I ⑨指紋認証の画面で、登録している指をスライドさせ、認証を行ラ。 

③ Personal Safe フォルダーをダブルク U ックする。 

響! メで - 

参 Personal Safe フォルダーび表示されている場合は、デスクトップ画面び表をされている状態 
で登録している指をスライドさせ 、 [Personal Safe をアン□ックして開く]をクリックすると、 
□ックび解除された後、フォルダーび開さまず 。 「Personal Safe フォルダーの表示/非表示 
を切り替える」の手順④（今上記）で Personal Safe フォルダーをすべて非表示にした場合は、 
この操作はでさません。 

♦手順①で[開く]をク U ックずると、□ックび解除された後、フオルダーび開きます。 
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r I 、 

Personal Safe フォルダーを□ツクする 

V ^ 


① Personal Safe フオルダーをちクリックし、表示されたメニューか5[□ック]をクリックする。 

藝メ子!- 

参 Personal Safe フオルダーび表示されている場合は、デスクトップ画面び表示されている状態 
で登録している指をスライドさせ、 [Personal Safe の□ック]をクリックずると、 Personal 
Safe フオルダーびロックされます 。 rPersonal Safe フオルダーの表示/非表示を切り替える」 
の手順④（今24ぺージ）で Personal Safe フオルダーをすべて非表示にした場却ま、この操 
作はでさません。 
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I 重要な個人情報を保管する (E-Wallet) 

E - Wallet を使用ずると、重要な個人情報を保管できます。また、オンラインショッピング時などに、 
よく使用する個人情報をあ5かじめ保存しておいて、入力用のフオームに入力することもでさまず。 


E - Wallet に新しいレコードを登録する 


①「コント □ —ルセンターホーム」画面を表术する（今12ぺージ）。 


⑨ [ E - Wallet ] をクリックする。 


③ [新しいレコード]をクリックし、登録する情報の種類を選択してクリックする。 

④ 登録する情報の名前を変更する。 

⑥登録する情報を入力、編集する。 

を項目の名前を変更ずるには、変更ずる項目の,をク U ックして選択し、[名前変更]をクリック 
して任意の名前を入力してください。 

各項目の値を変更するには、変更ずる項目の,をクリックして選択し、[値の編集]をクリックし 
て任意の値を入力して < ださい。 

新しい項目を追加するには、[追加]をク U ックしてください。 

項目を削除するには、削除する項目の产をクリックして選択し、[削除]をクリックしてくださし、 
⑧[適用]をクリックし、吗 （Windows XP の場合は因）をクリックして画面を閉じる。 


E - Wallet に登録をれているレコードを編集する 

V 


①「コント□-ルセンターホーム」画面を表示する（今12ページ）。 


~③ [ E - Wallet ] をクリックする。 

応 

③ 編集するレコードをク U ックして選択し、[編集]をク U ックする。 

④ 指紋認証の画面で登録している指をスライドさせ、認証を行う。 

⑥レコードの内容を入力、変更ずる。 

さ項目の名前を変更ずるには、変更する項目の,をクリックして選択し、[名前変更]をクリック 
して任意の名前を入力してください。 

さ項目の値を変更するには、変更する項目の,をクリックして選択し、[値の編集]をクリックし 
て任意の値を入力して < ださい。 

新しい項目を追加するには、[追加]をク U ックしてください。 

項目を削除するには、削除する項目の卢をクリックして選択し、[削除]をクリックしてください。 
⑥[適用]をクリックし、国 （Windows XP の場合は因）をクリックして画面を閉じる。 
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(^ E - Wallet に登録をれているレコードを削除する 

①「コント □ —ルセンターホーム」画面を表示ずる（今12ぺージ）。 

⑨ [ E - Walle 口をクリックする。 

③ 削除するレコードをク U ックして選択し、[削除]をクリックする。 

④ [適用]をク U ックし、國 （Windows XP の場合は因）をクリックして画面を閉じる。 

E - Wallet を使用してフォームに乂力する 

E - Wallet を使用してフォームに入力するには、あ5かじめ 「 E - Wallet に新しいレコードを登録する」 

(吟吕巨ぺージ）の手順でレコードを登録しておいてください。 

①入力したいフォームの入力画面を表示する。 

⑨入力画面び選択されている状態で、登録している指をスライドさせる。 

認証び成功ずると、「バイオメトリックメニュー」画面び表示されます。 

③ [ E - Walle 口をクリックする。 

④ 使用するレコードを選択ずるか、 [ E - Wallet 全体を表示]を選択して [ E - Wallet ] ぺージを表示し、 

使用するレコードを選択する。 

⑥選択したレコードの詳細画面で、入力する項目のみをドラッグして、フォームフイールドなどに 

ド□ップする。 _ 

応 
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I 内蔵セキュリティチップ （ TPM ) と組みをわせて使う 

本機に内蔵されている内蔵セキュリティチップ （TPM) と指紋認証機能を組み合わせて使用ずると、 
指紋関連のデータび内蔵セキュリティチッフ （TPM) で保護されまず。 

内蔵セキュ U ティチップ （TPM) と組み合わせて使う場合は、次の流れで設定しまず。 


内蔵セキュリティチップ （TPM) を使えるようにずる 



指紋認証ユーティ U ティで内蔵セキュリティチップ （TPM) を初期化ずる 



指紋認証ユーテイリテイで複数要素の設定をする 


ステップ！内蔵セキュリティチップ （ TPM ) を巧えるよラにする 


巧『内蔵セキュリティチップ （TPM) ご利用の手引き』をご覧になり、次の設定を行ってください。 

• Security Platform をインストールする 
- TPM を有効にずる 

• Security Platform をインストールする 

• Security Platform の設定をする 

• Security Platform の戸斤有者の設定をする 


四『内蔵セキュリティチップ （ TPM ) ご利用の手引を』の見方_ 

① デスクトップの皇をダブルク U ックする。 （Windows XP の場却ま[スタート]-[操作マニュアル] 
をクリックする。） 

応 ③ [操作マニュアル]-[だ:；（セキュリティ） ] をクリックし、[データを保護•暗号化する] (Windows 
g XP の場合は[データを暗号化する])をクリックする。 

③ 説明をよく読み、「内蔵セキュリティチップ （TPM) ご利用の手引き」を表示する。 

轉:- 

♦内蔵セキュリティチップ （TPM) は次のよラな機能にち利用ずることびでさます。 

-ファイルとフォルダーの暗号化（暗号化ファイルシステム EFS) 

• 電子メールの保護 （Windows 7の場合は Windows Live メールなど/ 

Windows XP の場合は Outlook Express® など） 

• Microsoft® Word/Microsoft* Excel のマクロへの署名! 

詳しくは、を『内蔵セキュリティチップ （TPM) ご利用の手引き』をご覧ください。 
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テップ 2 内蔵セキユリテイチップ ( TPM ) を初期化する 

① 「コント □ —ルセンターホーム」画面を表示ずる（吟12ぺージ）。 


⑨ [詳細設定]-[信頼化プラットフォームモジュール ( TPM )] をク U ックし、[初期化]をク U ックする。 
③ [ OK ] をクリックする。 


續- 

参内蔵セキュ U テイチップ ( TPM ) の初期化でエラーび起きた場合は 、 Security Platform び使 
えるように設定されているか確認してください（吟28ぺージ）。 


反テツプ3指紋認註ユ-テイリテイで複数要素の設定をする J 


ステップ吕か5引き続き設定を行う場合は、画面の[複数要素]をクリックし、手順③か5設定を行つ 
て < ださい。 


① 「コント □ —ルセンターホーム」画面を表术する（今12ぺージ）。 


⑨ [複数要素]をクリックする。 

③ 認証方式を選択する。 

④ [適用]をク U ックし、@ (Windows XP の場合は囚）をクリックして画面を閉じる。 


喊- ホ 

参手順③で[指紋 + TPM キー(円 N あり） ] を選択した場合 、 PIN (Personal Identification i 
Number の略。暗証番号のこと）を設定する画面び表示されまず。任意の文字列を入力し、 ^ 

[□ K ] をク U ックしてください。 

Windows への□グオンや指紋認証ユーテイリテイの設定変更時などに、円 N の入力び必要な場 
合びあります。 


内蔵セキュリティチップ （ TPM ) の詳しい使い方については、 UTF の手順でヘルプをご覧ください。 

< Windows 7の場合> 

© (スタート）-[すべてのプ□グラム HInfineon Security Platform ソリューシ ヨン]- [ヘルプ]を 
クリックしてください。 

< Windows XP の場合> 

[スタート]-[すべてのプ□グラム HInfineon Security Platform ソリューシヨン]-[ヘルプ]をクリツ 
クして < ださい。 
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I パスポートのバックアップ/復元をする 

登録した指紋データや□グオンの認証情報などは、パスポートといラファイル （J 広張子は vtp) に記 
録されます。万一に備えて、パスポートをリムーバブルディスクやネットワークドライブなどにバッ 
クアップしておくことをお勧めします。バックアップでさるデータには、次のちのびあります。 

• 指紋データ 

• □グオン資格情報（ユーザーアカウントと指紋データを関連付ける情報） 

指紋センサーや八ードディスクドライブの交換-修理時、または Windows の再インスIル時や OS 
の変更時には、バックアップしたパスポートのファイルび必要になりまず。 

にク^ W 1 - 

参バックアップは定期的に取るよラにしてください。 

参バックアップしたパスポートのファイルを八ードディスクドライブに保存したままにしないでくだ 
さい。 

第云ちに見5れる可能性びあります。 


パスポートをバックアップする 

® ；くスポートをバックアップしたいユーザーで Windows に □ グオンする。 

その他のユーザーで□グオンしている場合は、@ (スタート） -H (Windows XP の場却ま[ス 
夕ート]-[□グオフ])をク U ックし、[□グオフ]をクリックしていったん□グオフしてか5、パス 
ポートを/(ックアップしたいユーザーで□グオンしてください。 

⑨ 「コント □ —ルセンターホーム」画面を表示ずる（今12ぺージ）。 

③ [アカウント操作]-[ユーザーデータのエクスポート]をク U ックし、[今すぐエクスポート]をク 
リックする。 

藝- 

参[すべての変更を自動バックアップ]を選んだ場合は、パスポートに変更び加え5れるたびに自 
動で/ (ックアップび行われます。 

自動バックアップされたファイルは、 c:¥Users¥ (ユーザーアカウント名） VAppData 
¥Local に保存されます （Windows XP の場合は c:¥Documents and Settings¥ (ユーザー 
アカウント名） ¥Local Settings¥Application Data)。 


④ バックアッフパスワードを入力して、 [OK] をク U ックずる。 

⑥ 手順③の画面で、[ずべての変更を自動バックアップ]を選んだ場合は、手順⑥に進む。 

[手動バックアップ]を選んだ場合は、エクスポート先のフオルターを指定し、任意の名前を入力し 
て[保存]をクリックずる。 

U し一) くプルディスクなどにバックアップする場合は、保存した後にファイルを移動してください。 


設定編 
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⑧ @ (Windows XP の場合は田）をク U ックして画面を閉じる。 













パスポートを復元する 


①パスポートを復元したいユーザーで Windows に□グオンする。 

その他のユーザーで□グオンしている場合は、@ (スタート） -H (Windows XP の場却ま[ス 
夕ート]-[□グオフ])をク U ックし、[□グオフ]をク U ックしていったんログオフしてか5、パ 
スポートを復元したいユーザーで□グオンしてください。 


⑨ 「コント□-ルセンターホーム」画面を表示する（吟12ページ）。 


③ [アカウント操作 ]- [ユー ザーデータのインポート]をクリックする。 

④ バックアップしたパスポートのファイルをクリックして選択し、[開く]をクリックする。 
⑥ バックアッフパスワードを入力して、[□のをクリックずる。 

にク^^ - 

参指紋データび登録されている状態でパスポートを復元しよラと 
すると、手順⑥の後にちの画面び表示されます。ちの画面で[は 
し)]をクリックすると、現在の ユー ザーのすベてのデータを上書 
さして置さ換えます。 



⑥ 指紋認証の画面で登録している指をスライドさせ、認証を行ラ。 


ミ凡 

巧 

定 
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I パスワードバンクのバックアップ/復元をずる 

再インス!ルや OS の変更を行ラと、八ードディスクの内容は消去され、工場出荷時の状態に戻り 
ます。パスワードバンクに登録した情報を定期的にバックアップしておけば、万一再インス I -ールや 
0 S の変更をした場合でち、 Web ページやダイア□グ画面を開いてパスワードを登録し直ず必要びな 
<なります。 


护スワ-ドバンクをバックアツプする _ 


①パスワードバンクをバックアップしたいユーヴーで Windows に□グオンする。 

その他のユーザーで□グオンしている場合は、@ (スタート）■田 （Windows XP の場却ま[ス 
夕ート]-[□グオフ])をク U ックし、[□グオフ]をクリックしていったん□グオフしてか5、パス 
ワード J (ンクを/ (ックアツプしたいユーザーで□グオンしてください。 


③「コント □ —ルセンターホーム」画面を表术する（吟12ぺージ）。 


③ [パスワードバンク]- [ 登録の管理 ] をクリックする。 

④ バックアッフする Web サイトやアプリケーシヨンダイア□グをクリックして、[エクスポート]を 
クリックする。 

[エクスポート]び表示されていない場合は、[エクスポートまたはインポート]をクリックしてボ 
タンを表示させてください。 

⑥ [現在のディレクトリをエクスポート]または[すべてエクスポート]をクリックする。 

⑧エクスポート先のフォルダーを指定し、任意の名前を入力して[保存]をクリックずる。 

U し一! くプルディスクなどにバックアップずる場合は、保存した後にファイルを移動してください。 

⑦ バックアップしたパスワードバンクのデータを第云ちによる不正使用か5保護するためのパスワー 
ド（登録ファイルパスワード）を設定し、 [0 K ] をク U ックする。 

⑧ @ (Windows XP の場合は囚）をク U ックして画面を閉じる。 


ミ凡 

巧 

定 
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パスワードバンクを復元する 


①パスワードバンクを復元したいユーザーで Windows に□グオンずる。 

その他のユーザーで□グオンしている場合は、@ (スタート ） -H (Windows XP の場却ま[ス 
夕ート]-[□グオフ])をクリックし、[□グオフ]をクリックしていったん□グオフしてか5、パス 
ワードバンクを復元したいユーザーで□グオンしてください。 


⑨「コント □ —ルセンターホーム」画面を表术する（今12ぺージ）。 


③ [パスワード/ (ンク ]- [登録の管理]をク U ックする。 

④ [インポート]をク U ックする。 

[インポート]び表示されていない場合は、[ェクスポートまたはインポート]をク U ックしてボタ 
ンを表示させてください。 

⑥バックアッフしたファイルをクリックして選択し、[開く]をク U ックする。 


賴:- 

参次の画面び表示された場合、[はい]をク U ックすると、現在の/スワード/(ンクの情報に Web 
サイトやアプリケーションダイア□グを追加します。[いいえ]をクリックすると、すでに登録 
されている情報び削除され、バックアップした Web サイトやアプリケーシヨンダイア □ グだけ 
び登録されます。 



⑥ バックアップ時に設定した登録ファイルパスワードを入力し、 [ OK ] をクリックする。 

⑦ [適用]をクリックする。 

@@ (Windows XP の場合は因）をク U ックして画面を閉じる。 設 

定 
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I パワーオンセキュリティの設定を変更する 

指紋認証ユーティリティの初期設定で/ くワーオンセキュリティを無効に設定した後に有効に変更する 
など、パワーオンセキュリティの有効/無効を切り替えるには、次の手順を行ってください。 


パワーオンセキュリティをち効/無効にする 

V 


①く Windows 7の場合> 

管理ちの権限で Windows にログオンする。 

標準ユーザーで□グオンしている場合は、@(スタート） - g をクリックし、[□グオフ]をクリッ 
クしていったん□グオフしてか5、管巧者の権限で□グオンしてください。 

く Windows XP の場合> 

コンピューターの管理者の権限で Windows に□グオンする。 

制限ユーザーで□グオンしている場合は、[スタート]-[□グオフ]をクリックし、[□グオフ]をク 
U ックしていったん□グオフしてか5、コンピューターの管理者の権限で□グオンしてください。 
⑨ 「コントロールセンターホーム」画面を表示する（吟12ぺージ）。 

③ [状況]をクリックする。 

④ 「パワーオンセキュリティの状態」の[変更]をクリックする。 

⑥ く Windows 7の場合> 

[編集]をクリックする。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[はい]をクリックしてください。 

く Windows XP の場合> 

手順⑥に進む。 

⑧ <有効にする場合> 

[パワーオンセキュリティの有効化]をク U ックしてチェックマークを付ける。 

<無効にする場合> 

[パワーオンセキュリティの有効化]をク U ックしてチェックマークを外す。 

⑦ [適用]をクリックする。 

⑧ 国 （Windows XP の場合は因）をクリックする。 

喊- 

♦パワーオンセキュリティの有効/無効の切り替えは、上記の手順で設定してください。 

上記の手順でパワーオンセキュリティを無効に設定した場合は、「セットアップユーティ U ティ 
を設定する」（今3巨ぺージ）で[パワーオンセキュリティ]を[有効]に設定しても、パワーオン 
セキュリティは機能しません。 


_巧]巧設定で/ K ワ^オンセキュリティを無効にしている場合_ 

指紋認証ユーティリティの初期設定でパワーオンセキュリティを無効に設定している場合、パワーオ 
ンセキュリティを初めて有効に設定するとをは、上記の手順⑦の後に、次の手順び必要です。 

① [状況]をクリックずる。 

③ 「 BIOS パスワードの状態」の[変更]をクリックする。 

③ [パスワードの管理]をクリックする。 

④ 「パスワードのタイプ」の[パワーオン]をク U ックし、[パスワードの設定]をクリックする。 


設定編 
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⑥パワーオンセキュリティ用のパスワード（パワーオンパスワード）を入力し、 [0 K ] をク U ックする。 
大文字/ル文字の違いに注意して入力して < ださい。 

⑥ [閉じる]をクリックする。 

⑦ [パワーオン]の左の[□をクリックずる。 

⑧ 手順⑥で入力したパワーオンパスワードを入力し、 [0 のをクリックする。 

⑨ [適用]をクリックする。 

⑩ 巧 （Windows XP の場合は因）をクリックする。 


續 : ZS - 

参パワーオンセキュリティを有効にしている場合、パワーオンセキュリティによる指紋認証を1回 
行ラだけで Windows への□グオンまで自動的に行ラよラに設定することびで去ます（初期状態 
では有効に設定されています）。 

有効/無効を切り替えるには、コントロールセンターホームを起動後、巧の手順を行ってください。 

① < Windows 7の場合> 

管理者の権限で Windows に□グオンする。標準ユーザーで□グオンしている場合は、曾 
(スタート）■田をクリックし、[□グオフ]をクリックしていったん□グオフしてか5、管 
巧ちの権限で□グオンしてください。 

< Windows XP の場合> 

コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンする。 

制限ユーザーで□グオンしている場合は、[スタート]-[□グオフ]をクリックし、[ログオフ] 

をクリックしていったん□グオフしてか5、コンピューターの管理者の権限で □ グオンして 
<ださい。 

⑨ 「コント□-ルセンターホーム」画面を表示する（今12ページ）。 

③ [状況]をク U ックする。 

④ 「パワーオンセキュリティの状態」の[変更]をクリックする。 

⑥ < Windows 7の場合> 

[編集]をク U ックずる。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[はい]をクリックしてください。 

く Windows XP の場合> 

手順⑥に進む。 ~ 

⑥ [ブート前に指紋認証を行い、 Windows に自動的に□グオンできるようにする]をクリック 

し、チェックマークを付ける/がす。 皇 

⑦ [適用]をクリックする。 編 

⑧ @ (Windows XP の場合は因）をクリックする。 
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I セットアップユーティ IJ ティを設定する 

セットアップユーティリティは、本機の動作環境（パスワードや起動ドライブなど）を設定ずるため 
のユーティ U ティです。本機には、「セキュリティ」メニューの中に、指紋認証の設定を行ラ[指紋認 
証セキュリティ]といラ項目び用意されています。 

セットアップユーティリティの起動/操作/終了方法については、『取扱説明書基本ガイド』の「セッ 
トアップユーテイ U テイ」をご覧ください。 


r セキュリティ J メニューのけ旨紋認証セキュリティ] 


[指紋認証セキュリティ ] のサブメニューを表示したり設定を変更したりするには、あ5かじめ「セ 
キュリティ」メニューの [ ス ー I くーバイザー/くスワード設定]でスーパーバイザー K スワードを設定し 
てお < 必要びありまず。 

r 指紋認証セキュ U ティ1を選んで m を巧すと、サブメニューび表示されます。ヴブメニューを閉じ 
るときは、 M を押してください。設定び保存されます。 


( アンダーラインは工場出荷時の設定） 


メニュー 

働さ 

選択頂目 

設定サブメニュー保護 

このヴブメニューの表示/非表示や、設定の 

保護しない 


巧/不可を設定しまず。 

保護ずる 

パワーオンセキュリティ 

パワーオンセキュリティを有効/無効にす 

お効 


る（今34ぺージ）で設定した内容び反映さ 
れます。34ぺージの手順⑥でパワーオンセ 
キュ U ティを無効に設定した場合は、このメ 
ニューで有効にすることはで去ません。指紋 
認証ユーティリティび使用でさる場合は、こ 
のメニューは使用しないでください。 

有効 

セキュリティモード 

[簡易]に設定した場合は、登録した指をスラ 

簡易 


イドさせるだけで Windows び起動します。 
[高度]に設定した場合は、パワーオンセキュ 
リティの指紋認証後にさ5にスーパーバイ 
ザーパスワードの入力び必要になります。 

1 K ワーオンセキュリティび無効の場合は表示 
されません。 

高度 

指紋認証用パスワードの 

指紋認証ユーティリティび使用でさない状態 

実行しない 

初期化 

でパワーオンパスワードを消去したいとさは 
tmerll をがし、1軍わず A 1を撰んで' lEnterll を巧 
してください。指紋認証ユーティリティび使 
用でをる場合は、[実行ずる]を選ばないでく 
ださい。 

パワーオンパスワードび設定されている場合 
に表示されます。 

実行する 
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I 指紋 データを 消去す る 

Q&A (吟41ページ）を確認してちトラブルび解ミ夫しなかった場合は、指紋データを消去することで 
解ミ夫することびあります。ただし、指紋データの消去を行うとパスポートなどのデータは完全に消去 
されます。指紋データを消去ずる前には、パスポートなどのデータをバックアップしてください。 

本機には、指紋データなどお客さまの個人的な情報び保存されています。本機を廃棄-譲渡する場合 
には、指紋データなどを完全に消去してください。データを消去せずに本機を譲渡した場合は、指紋 
認証機能び働いているために他の人では本機を起動でさない場合びあります。この場合、修理び必要 
になります。ご注意ください。 

指紋センサーに登録されるデータは指紋の画像データではありません。この登録データか5指紋の画 
像を再生することはでさません。 


指紋データを消去するまでの流れ 1 

本機に登録されている指紋データを消去する場合、次の流れで操作してください。 

顧巧- 

♦指紋認証機能と内蔵セキュリティチップ （ TPM ) を組み合わせてお使いの方び Windows の再イン 
ス I ルや OS の変更を行ラ場合は、パスポートやパスワードバンクなどのデータの他に、内蔵セ 
キュリティチップ （ TPM ) のバックアップも必要です。詳しくは、巧『内蔵セキュリティチップ 
( TPM ) ご利用の手引さ』「使用上のお願い」の「バックアップについて」をご覧ください。 


Windows を再インストール/ 
OS を変更したい 


Q & A を見てもトラブルが解ミ夫 
しない 


本機を廃棄-譲渡するので 
データを初期化したい 


暗号化アーカイブ 、 Personal Safe フォルダー内のデータ、 


パワーオンパスワードを消去 

) 又’スポート、くスワード if (ンクをノ（ツクアツプする 


する 

(- ► SI ぺージ、24ぺージ、3□ぺージ、32ぺージ） 


(今38ぺージ） 


指紋認証ユーテイ U テイで指紋データを消去ずる（今38ぺージ） 


Windows をインストールし 
直す 


指紋センサーの動作を確認 
する 

(今38ぺージ） 


指紋認証ユーティ U ティをア 
ンインス!ルする 
(今3日ぺージ） 


ミ凡 

巧 

を 
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指紋データを再登録ずる（今38ページ） 
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I 指紋データを消去ずる 


パワーオンパスワードを消去する 


①「パワーオンセキュリティを有効/無効にずる」（今34ぺージ）の手順①〜⑦を行い、パワーオン 
セキュ U ティを無効にずる。 

③[コント□-ルセンターホーム]-[パワーオンパスワード]をクリックし、[パスワードの管理]をク 
リックする。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は[はい]をクリックしてください。 

③ 「パスワードのタイプ」の[パワーオン]をクリックし、[パスワードの設定解除]をクリックする。 

④ パワーオンセキュリティのパスワード（パワーオンパスワード）を入力し、 [ OK ] をクリックする。 
⑥[閉じる]をクリックする。 

⑧国 （Windows XP の場合は田）をクリックずる。 

すべての ユーザー データを消去する 

指紋認証機能を複数のユーザーで使用している場合は、ユーザーごとに手順①〜⑥を行ってください。 
①データを消したいユーザーで Windows に□グオンずる。 

その他のユーザーで□グオンしている場合は、@ (スタート ） -H (Windows XP は[スター 
卜]-[□グオフ]) をクリックし、[ログオフ]をクリックしていったん□グオフしてか5、データを 
消したいユーザーで□グオンしてください。 


⑨「コント□-ルセンターホーム」画面を表示する（吟12ページ）。 


③ [アカウント操作 ]- [ユーザーデータの削除]をクリックする。 

④ 「XXXXX (ユーザーアカウント名）のすベての指紋およびアプリケーシヨンデータを削除します 
か？」という画面で[はい]をク U ックする。 


⑥指紋データびずべて消去されたか確認する。 

Windows のログオンスワードを入力して[送信]をクリックし、指紋データを削除したユーザー 
び表示されていないことを確認してください。 

⑧@ (Windows XP の場合は田）をクリックする。 


_指紋センサーの動作を確認する_ 

設 「コント□-ルセンターホーム」の画面（今12ぺージ）で[チュート U アル]をク U ックし、画面に 
J 従ってスキャンのテストを行ってください。センサーび正しく動作していない場合は、本機を再起動 
して、再度テストを行ってください。再起動後も指紋センサーび正しく動作しない場合は、指紋セン 
ヴーの故障び考え5れます。ご相談窓□にご相談ください。 


旨紋データを再登録する 


指紋データの再登録には、次の2つびありまず。 

• 新たにデータを登録する（バックアップしたデータを使わない）。 
. バックアッフしたデータを登録（復元）ずる。 
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Windows の再インス I ルや OS の変更を行った場合は、次の手順で指紋認証ユーティ U ティの初期 

設定を行ってください。 

①「ステップ1ユーザーアカウントとパスワードを設定する」か5「ステップ3指紋認証ユーティ U 
ティ （Protector Suite 吕〇 09) をセットアップする」を行う（今巨ぺージ）。 

⑨「ステップ4指紋を登録する」の「指紋データの登録場所を選択する」の手順①〜④を行う 
(吟8ぺージ）。 

バックアップした指紋データを復元する場合は、登録場所を変更しないで<ださい。異なる登録場 
所を選択すると、指紋認証び使えなくなりまず。 

③「認証」画面で 、 (Windows XP の場合は因)をクリックずる。 


_指紋データを新規に登録する_ 

@ (スタート ） （Windows XP の場合は[スタート])-[すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite ]- 
[コント□-ルセンター]をク U ックし、画面に従って指紋データの登録などを行ってください。操作 
手順については、「ステップ4指紋を登録する」の 「 Windows の□グオンパスワードを登録する」 

(吟8ページ）をご覧ください。 

-パスワードバンクを復元する場合 

-「パスワードバンクを復元ずる」（吟33ページ）を行ってください。 


パックアップデ^夕を登録（復元）する_ 

バックアップしておいたデータを指紋認証 ユーティリ ティに登録します。ずべてのデータを一度に復 
元したり、特定のデータのみを個別に復元したりずることびでさます。 

-パスポートやパスワードバンクを一度に復元ずる場合 
「パスポートを復元する」（今31ページ）を行ってください。バックアップしていたアプリケー 
シヨンランチャー、パスワードバンク、スト□ングパスワードジェネレータ、 E - Wallet も、パス 
ポートの復元時に自動的に復元されます。 


指紋認証ユーテイリテイ （Protector Suite Software) をァンィンストールする ^ 


本機を廃棄-譲渡する場合は、最後に指紋認証ユーティリティをアンインス! — ルしてください。 

にク^^ - _ 

♦指紋認証ユーティリティをアンインス I -- ルずる前におずパワーオンパスワードを消ましておいて 

ください（吟38ぺージ）。 § 

パワーオンパスワードを消去せずに、指紋認証ユーティリティをアンインス!ルした場合は、 編 

セットアッフユーティリティの「セキュリティ」メニューの[パワーオンセキュリティ]を[無効]に 
設定してください（吟3己ぺージ）。 

♦手順⑥で[全ての Protector Suite 吕□□日のデータを削除する]をク U ックしても、お客さまご自 
身で作成されたデータ （Personal Safe に保存したデータや File Safe で暗号化したデータなど） 

は、削除されません。不要な場合は、指紋認証ユーティリティをアンインス!ルずる前に削除し 
ておいて < ださい。 
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I 指紋データを消去ずる 

く Windows 7の場合> 

①管理ちの権限で Windows にログオンする。 

標準ユーザーで□グオンしている場合は、©(スタート） - g をクリックし、[□グオフ]をクリッ 
クしていったん□グオフしてか5、管巧者の権限で□グオンしてください。 

⑨実行中のずべてのアプリケーシヨンソフトを終了する。 

⑤ © (スタート）-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムのアンインス!ル]をクリックする。 

④ [Protector Suite 吕〇 09] をクリックし、[変更]をク U ックする。 

⑥ [削除]をクリックする。 

⑧ [全ての Protector Suite 吕009のデータを削除する]をクリックし、[次へ]をクリックする。 

⑦ 「Protector Su け e 200日のアンインストール」画面で、[次へ]をクリックする。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[はい]をクリックしてください。 

⑧ [完了]をクリックする。 

⑨ [はい]をクリックする。 

本機び再起動します。 

く Windows XP の場合> 

①コンピューターの管理者の権限で Windows に□グオンずる。 

制限ユーザーで□グオンしている場合は、[スタート]-[□グオフ]をクリックし、[□グオフ]をク 
リックしていったん□グオフしてか5、コンピューターの管理者の権限で□グオンしてください。 

⑨ 実行中のずべてのアプリケーシヨンソフトを終了する。 

③ [スタート]-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムの追加と削除]をクリックする。 

④ [Protector Suite 吕〇 09] をクリックし、[変更]をク U ックずる。 

⑥ [削除]をクリックする。 

⑧[全ての Protector Suite 吕009のデータを削除する]をクリックし、[次へ]をク U ックずる。 

⑦ 「Protector Su け e 200日アンインストール」画面で、[次へ]をクリックする。 

⑧ [完了]をクリックする。 

⑨ [はい]をクリックする。 

本機び再起動します。 
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指紋データび登録でさない、ラまくスキャンでをないなどのトラブルび発生した場合は、41〜43 
ページで解ミ夫方法を確認してください。指紋データを消去（吟37ページ）してち問題び解ミ夫されな 
い場合は、ご相談窓□にご相談ください。 


内容 

対策 

指紋が指紋センサーに登 
録されない。または認証 
でさない 

指を正しくスライドさせてください。登録と認罰については、「指紋認罰 
の初期設定を行う」（今已ぺージ）、または「コント□-ルセンターホー 
ム」画面（吟12ぺージ）で[ヘルプ]をクリックしてご覧ください。 


指紋センサーの表面びミちれていたり、指び乾燥していたりずると、指 
紋び正しく登録/認証されない場合びありまず。詳しくは、「指紋セン 
ヴーの取り扱いについて」（吟2ページ）をご覧ください。 


指紋認証の画面で固 (Windows XP の場合は囚）をク U ックする 
か llEscll を巧すことで、バックアップパスワードを入力して認証を行ラ 
ことびでさます。バックアップパスワードを設定していない場合は、 
Windows の□グオンくスワードを入力してください。 


まれに指紋認証に必要な特徴を十分検出でさない場合びあります。その 
場合は、他の指を使って登録/認証を行って<ださい。 

上記の方法を行ってち改善されない場合は、指紋センサーに不具合びあ 
る場合びあります。ご相談窓□にご相談ください。 

故障などで、指紋セン 
ヴーを交換した場合 

パスポートを八ードディスクに登録している場合は、指紋センサーの交 
換後ち、登録している指で引さ続を指紋認証び使用でさます。なお、パ 
ワーオンセキュリティを有効にずる場合は、「パワーオンセキュリティ 
を有効/無効にずる」（今34ぺージ）で、再度設定を行ってください。 
パスポートを指紋センサーに直接登録している場合は、指紋データを新 
規に登録し直してください（今8ページ）。パスポートをバックアッフ 
している場合は、パスポートの復元を行ってください（今31ぺージ）。 

けびなどで、登録した指 

2つじ Lb の指紋を登録している場合は、使える指を使用してください。 

び使えない 

1本のおしか登録していなかったり、登録した複数の指びどれち使えな 
かったりする場 S ホ、指紋認証の画面で® (Windows XP の場合は 
因）をク U ックずるか piBI を巧ずことでバックアップ/くスワードを入 
力して認証を行ラことびでさます。バックアップパスワードを設定して 
いない場合は、 Windows の□グオンパスワードを入力してください。 
なお、1本の指しか登録していない場合は、次の手順で他の指の指紋を 
登録してください。 

①「コント□-ルセンターホーム」画面を表示する（今12ページ）。 

⑨[指紋の管理]をク U ックする。 

③画面の指示に従って、他の指の指紋データを登録する。 

指紋認証ユーティリティ 
を再インス!^ールしたい 

指紋認証ユーティリティを再インス1ルずる前に、アンインス1ル 
を行ってください（今3日ぺージ）。アンインス!ルを行うとき登録 
しているデータを消去するかどラかを選択でさまず。指紋認証ユーティ 
リティの再インス1ル後にパスポートやパスワードバンクのデータを 
引き続き使用する場合は、 [Protector Suite 200日のデータを後か5 
使用でさるよラに残す]を選択してください。再インス!'ール後 、デー 
夕を再び使用することびできます。[全ての Protector Suite 2009® 
データを削除する]を選択した場合は、指紋認証ユーティリティの再イ 
ンス1ル後、指紋データの再登録び必要です。 

指紋認証ユーテイリテイ 
のアンインス!ルの後 
に暗号化アーカイブにア 
クセスしたい 

暗号化アーカイブは、指紋認証ユーティリティを使用している場合のみ 
アクセスでさます。指紋認証ユーティ U ティをアンインス1ルした場 
合は、指紋認証ユーティリティの再インス1ルび必要です。 
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Q&A 


内容 

対策 

J 旨紋センサーか 5 データ 
を消去したい 

「指紋データを消去する」（吟37ぺージ）をご覧になり、指紋データを 
消去して < ださい。 

指紋データの登録後、 
ユーザーアカウント名 
や Windows の□グオン 
パスワードを変更してし 
まった 

後か5ユーザーアカウント名や Windows の□グオンパスワードを変更 
した場合でち、指紋認証ユーティリティの設定を変更する必要はありま 
せん。最初に登録した指の指紋びそのままお使いいただけまず。 

データを消去したび指紋 
データがまだ残ってい 
る、またはセットアップ 
ユーテイリテイのけ旨紋 
認証セキュリティ] 

(今3巨ぺージ）でけ旨紋 
認証用パスワードの初期 
化]で[実行ずる]を選択 
してしまった 

「指紋データを消去する」（今37ぺージ）をご覧になり、指紋データを 
消去して < ださい。 

パソコン起動時、指紋 
データを登録しているの 
に指紋認証の画面び表示 
されず、パスワードの入 
力画面か表のされる 

次のよラな原因により、パワーオンパスワード（パワーオンセキュ U 
ティのパスワード）に空のパスワードび設定されているか、パワーオ 
ンセキュリティに指紋データび設定されていません。 

• パワーオンセキュリティを有効にした後で、パワーオンパスワード 
を設定する前に指紋認証ユーティリティを終了した。 

• [パワーオンセキュリティの状態]の設定画面で、[パワーオンセキュ 

U ティの有効化]にチェックマークを付けた。 

• 「指紋認証用のパスワードを入力してください」といラ画面で^1^副を 
巧すか、パワーオンパスワードを入力して本機を起動してください。 
^1^副を巧して起動した場合は、次の手順でパワーオンパスワードを 
設定して < ださい。 

①「コント□-ルセンターホーム」画面を表示する（今12ぺージ）。 

⑨[状況]をク U ックする。 

③ r 团 OS パスワードの状態」の[変更]をク U ックする。 

④ [パスワードの管理]をク U ックする。 

⑥[パワーオン]をクリックし、[パスワードの設定]をクリックする。 

⑥画面の指示に従って、操作する。 

内蔵セキュリティチップ 
( TPM ) で不具合び発生 
した場合 

指紋認証と内蔵セキュリティチッフ （ TPM ) を組み合わせて使用して 
いる場合、内蔵セキュリティチッフ （ TPM ) び壊れたり使用できなく 
なったりすると、指紋認証ユーティ U ティの複数要素で TPM と組み合 
わせた認証要素は使用でさません。 

バックアップパスワードを作成していない場合は、指紋認証のデータを 
消去してください（今37ページ）。 

バックアップパスワードを作成している場合は、次の手順で指紋認証機 
能と内蔵セキュリティチップ ( TPM ) の関連付けを一時的に解除して 
<ださい。 

①「コント □ ールセンターホーム」画面を表 7 JT する（今12ぺージ）。 

③[複数要素]をクリックする。 

③「複数要素」画面で、[指紋 + TPM キー(円 N あり）]、[指紋+ 

TPM キ ー ]、[指紋+指紋リーダーキー ( TPM あり）] 1；( 外をクリッ 
クして[適用]をク U ックする。 

内蔵セキュリティチップ （ TPM ) の修復後、複数要素の設定を行って 
ください（今2日ぺージ）。 


Q & A 編 


42 



















内容 

巧策 

「センサーか5指をはな 
してください J と表示さ 
れる 

指紋センサーを使用しない場合は、次の手順で指紋センサーを一時的に 
無効にすることびでさます。 

① <Windows 7の場合> 

画面ち下の通知領域の白をクリックし、田（指紋ソフトウェア）を 
ちク U ックする。 

<Windows XP の場合 > 

画面ち下のタスクトレイの面（指紋ソフトウェア）をちクリックする。 
⑨[センサーを使わない]をク U ックする。 

指紋センサーを使用する場合は、次の手順で指紋センサーを有効にして 
<ださい。 

① <Windows 7の場合> 

画面ち下の通知領域の呂をクリックし、田（指紋ソフトウェア）を 
ちク U ックする。 

<Windows XP の場合 > 

画面ち下のタスクトレイの面（指紋ソフトウェア）をちクリックする。 
⑨[センサーを使う]をクリックする。 


Q & A 編 
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